
予期せぬ出来事を前向きに受け止める 

クランボルツ教授自身の経験を例に、ハプンスタンス・アプロ

ーチが紹介された。大学の心理学部教授というキャリアを歩

むことになったのは、いくつものハプンスタンス（予期しない、

偶然の出来事）の結果だという。すべての始まりは子供のこ

ろ、偶然テニスに出会ったことだ。テニスを続け、大学ではテ

ニス部に入った。するとテニス部のコーチはたまたま心理学

の教授だった。専攻選択にあたって、コーチのアドバイスを求めたところ、心理学を勧め

られ、専攻することになった。偶然の出会いとそれに続く決断によって、今あるところに導

かれてきたのだ。 

 

クランボルツ教授の場合がそうであったように、「予期せぬ出来事が人生やキャリアに果

たす役割は大きい。ならば、積極的かつ肯定的にそうした出来事をとらえよう」と考える

のがハプンスタンス・アプローチの考え方だ。また、「予期せぬ出来事というのも、実際

は、何らかの行動によってもたらされるのであり、運だけに左右される偶然の出来事では

ない」。これもクランボルツ教授の持論だ。それ故、ハプンスタンス・アプローチでは、計

画外の出来事が起きるような、変化を呼び込むような「行動」を起こすことの重要性を強

調する。そして、行動を起こすときは一歩ずつ、確実に進むことも大切だとされる。 

 

趣味のパンづくりが開業につながる 

クランボルツ教授は、著書『Luck Is No Accident』のなかで変化を呼び込む行動例を紹介

している。たとえば、ある自転車修理工が取った行動だ。彼は毎日、仕事から戻ると疲れ

ているからと眠りに落ちるまでテレビを見る生活を続けていた。彼は妻からの強い勧め

で、テレビを見るのを止めて、趣味のパンやクッキーを作り始めた。その後、十分な準備

期間を経てパン屋を開店させた。次に彼はスーパーやホテルを訪ね歩いて、無料でサン

プルのパンを配るという取った行動をとった。これが取引先の開拓とビジネスの拡大につ

ながった。 

 



クランボルツ教授は、この成功例を「長年の習慣を破り、新しいことを始めるのは簡単で

はないが、それを克服して一歩を踏み出せた。後に本業となるパン作りも最初は趣味と

して始めたこともよかった」と評している。こんな例もある。ある大手百貨店の幹部社員は

店舗経営に携わっていたが、本当はコンピューター関係の仕事を望んでいた。経験がな

いため転職は無理だと思っていたところ、婚約者から「あなたの会社のコンピューター部

門で仕事をさせてもらったら」と提案され、会社に相談してみると、希望していたコンピュ

ーター部門の仕事が得られた。また、ウォーターゲート事件をスクープしたジャーナリス

ト、ボブ・ウッドワード氏も若き日に変化を呼び込む行動を起こしていた。経験の浅さを理

由にワシントンポスト紙に就職できずにいたウッドワード氏は、ライバル紙で経験を積み

ながら、毎週、ポスト紙の編集長に電話攻勢をかけて採用を勝ち取ったのだ。 

 

このように、ハプンスタンス・アプローチとは、人生に起こるたくさんの予期せぬ出来事を

上手に利用して、自分にとって好ましいものに変えていこうという考え方だ。ハプンスタン

ス・アプローチは、計画することを否定するものではない。しかし、特にキャリアに関して

は長期的な目標設定をしても実現しないことが多いから、今できることを確実にこなすこ

とを優先していく。そして、物事が計画通りでなくなったときには、いつでも計画を変更す

る柔軟性を持つべきだとしている。「一度に人生すべてを計画しようとしてもうまくいきま

せん。それぞれの道程から生まれるチャンスを見極めて、常に広く選択肢を設けておく必

要があります」（クランボルツ教授）。 

 

キャリア目標を掲げる必要はない 

来場者には企業のキャリアデザイン担当者やキャリアカウン

セラーが多かったこともあり、次にハプンスタンス・アプロー

チの立場に立ったキャリアカウンセリングにテーマは移った。

クランボルツ教授は、人々にキャリア選択を迫るような従来

型のカウンセリングはあまり有効ではないと考える。「まず職

業目標を持たなければやる気がわかないというのは、未来

の配偶者が分からないとデートできないと言っているようなものだ」と話し、会場に向かっ



て「１８歳のときに思い描いた通りのキャリアを歩んでいる人は手を挙げて」と問い掛けた

が、手を挙げた人はほとんどいなかった。 

 

この結果も踏まえて「キャリアは計画通りにはいかないものだから、特に人生の早い段

階で理想的な職業を見極めようとすることは、困難であり意味がないこと」と強調した。こ

れまで優柔不断であると見なされてきたキャリア目標を決められない人を、ハプンスタン

ス・アプローチでは"オープンマインド"だと肯定的にとらえる。ハプンスタンス・アプローチ

流キャリアカウンセリングでは、複雑で予測不可能な将来に対する賢明な対応として、あ

えて決めないことを認める。そのうえで、想定外のキャリアチャンスをつくり出すために、

行動を起こすことが大切だとする。「とにかく行動すること。そこからすべてが始まる」と、

行動することの重要性に繰り返し触れた。 

 


